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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無
　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無
　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有
　　　 連結（新規） ３社 　（除外） ０社　

２．平成18年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成17年４月１日～平成17年12月31日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 (注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

926,264 1.7 125,257 12.3 97,726 20.3 50,256 △12.1
910,526 0.6 111,494 4.0 81,265 8.3 57,143 24.1

1,220,847 133,100 95,933 58,996

円 銭 円 銭

25,139.15   －
28,584.43   －
29,462.96   －

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

(2) 財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円 銭

2,362,585 566,867 24.0
2,360,315 522,670 22.1
2,364,322 524,357 22.2

【連結キャッシュ・フローの状況】

百万円 百万円 百万円 百万円

124,039 △ 63,126 △ 38,299 85,131
85,628 △ 27,113 △ 37,169 92,015

142,970 △ 84,918 △ 66,480 62,241

［参考］
平成18年３月期の連結業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

1,237,400 98,200 45,500

平成18年３月期の個別業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

851,500 74,500 35,000

　本資料における上記の予想を含む見通しの記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。

17年３月期第３四半期
（参考）17年３月期

営業活動による
キャッシュ・フロー

１

通　　　　　　　 期 22,768.00

17,500.00通　　　　　　　 期

262,232.61
261,450.74

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期  末  残  高

株 主 資 本

18年３月期第３四半期

株主資本比率 １株当たり株主資本

283,559.44

投資活動による
キャッシュ・フロー

18年３月期第３四半期
17年３月期第３四半期
（参考）17年３月期

経 常 利 益

潜在株式調整後１株当たり
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

１株当たり四半期
( 当 期 ) 純 利 益

四 半 期 ( 当 期 )
純 利 益

売　上　高 営 業 利 益

18年３月期第３四半期
17年３月期第３四半期
（参考）17年３月期

総　資　産

18年３月期第３四半期
17年３月期第３四半期
（参考）17年３月期

１株当たり当期純利益

当期純利益 １株当たり当期純利益 売  上  高 経 常 利 益

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益

（財）財務会計基準機構会員

 



 ２

（１）経営成績及び財政状態  
 
当社は、平成 17 年４月 25 日、福知山線塚口・尼崎間における快速電車の脱線により、

106 名ものお客様の尊い命を奪い、500 名を超えるお客様にお怪我を負わせるという、

極めて重大な事故を惹き起こしました。 

お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、ご遺族の皆様に

は衷心よりお詫び申しあげます。また、お怪我をされた皆様には、深くお詫び申し上げ

ますとともに、一日も早いご快癒を祈念いたします。あわせまして、列車が衝突したマ

ンションの皆様、その他事故に関して多大なるご心労、ご迷惑をおかけいたしました皆様方

に、心からお詫び申し上げます。 

当社は、昨年５月に策定いたしました「安全性向上計画」を推進しているところであ

り、今後とも、安全は与えられるものではなく、自らの手でつくり上げるものであるとの

認識のもと、全社を挙げて、安全を最優先する企業風土の構築に取り組んでまいります。 

 

１．経営成績 

(1) 当第３四半期の概況 

平成 17 年度第３四半期の連結経営成績は、次のとおりです。 

売上高       ９，２６２億円 

営業利益      １，２５２億円 

経常利益        ９７７億円 

四半期純利益      ５０２億円 

なお、当期より、㈱レールテック、西日本電気テック㈱、ＪＲ西日本フィナンシャルマネ

ジメント㈱の３社を新たに連結子会社に加えております。 

 

これをセグメント別に示すと次のとおりとなります。 

 

＜運輸業＞ 

鉄道事業においては、昨年５月に策定した「安全性向上計画」の着実な実行に取り組んで

まいりました。具体的対策として、管理者教育カリキュラムへのコーチングの導入や乗務員

の事故再発防止教育の見直しなど教育体制の整備に努めたほか、曲線部分における速度超過

防止を図るためのＡＴＳの整備や運転士用シミュレータの導入をはじめとした訓練用設備の

拡充など、ソフト・ハード両面から取り組んでまいりました。 
次に、輸送面については、山陽新幹線では、平成 17 年３月のダイヤ改正で山陽地区から  

東京へ直通運転する「のぞみ」を増発したこと等によりお客様のご利用が増加していること

を踏まえ、臨時列車を運転するなど輸送サービスの更なる向上に努めました。また、在来線

では、事故後不通となっていた福知山線尼崎・宝塚間について、ＡＴＳ－Ｐ形の設置を行う

とともに所要時分や停車時分の見直しなどを行い、６月 19 日に運転を再開いたしました。 

さらに、10 月には、阪和線、関西本線等において一部列車の所要時分や停車時分の見直しに

伴うダイヤ改正を実施しました。 

営業面については、「のぞみ早特往復きっぷ」などの基幹商品や、「愛知万博」へのアクセ

スをセットにした商品等の販売促進に努めるとともに、「ええじゃん広島県デスティネーショ

[添付資料] 
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ンキャンペーン」や「ＤＩＳＣＯＶＥＲ ＷＥＳＴ」等、地域・ＪＲ他社・旅行会社との連

携施策による観光需要の喚起・吸収を図りました。また、お客様に対するサービス面につい

ては、「みどりの券売機」の増設やエレベーター、エスカレーターなどのバリアフリー設備の

整備を行ったほか、京阪神地区において、お忘れ物の迅速な照会及び適正な管理ができる「遺

失物管理システム」を導入し、ご利用いただきやすい鉄道づくりに取り組みました。 

地球環境保護に向けた取り組みについては、国際規格ＩＳＯ14001 に準拠した環境管理の

仕組みをグループ会社へも展開するとともに、車両の省エネルギー化や使用済み資材のリサ

イクルを進めるなど、環境負荷の低減に努めました。 

バス事業については、高速バス分野での競争が激化するなか、大阪・東京間に新しいタイ

プの夜行高速バス「スーパードリーム号」を新たに運行するなど輸送サービスの充実に努め

たほか、予約販売システムの拡充を実施するなど利便性の向上を図りました。 

この結果、運輸業の営業収益は前年同期比 0.9％増の 6,417 億円、営業利益は前年同期比

13.0％増の 997 億円となりました。 

 

＜流通業＞ 

平成 14 年度に策定した駅力向上のための「ＮｅｘＳｔａｔｉｏｎ Ｐｌａｎ（ネクステー

ションプラン）」を引き続き推進し、大阪駅西高架下に飲食店を主体とした商業施設「梅三小

路」を開業したほか、福知山駅などにミニコンビニ「デイリーイン」を開業するなど、駅構

内での流通業の拡充を図りました。 

この結果、流通業の営業収益は前年同期比 3.6％増の 1,810 億円、営業利益は前年同期比

7.7％増の 49 億円となりました。 

 

＜不動産業＞ 

福井駅の高架化にあわせ、高架下にショッピングセンター「プリズム福井」を開業したほ

か、「ギャレ住道」のリニューアル、社宅跡地等におけるマンション分譲など、駅構内及び周

辺用地の開発を推進しました。また、大阪駅改良・新北ビル開発計画については、新北ビル

のデザインを決定し、計画の着実な推進に努めました。 

この結果、不動産業の営業収益は前年同期比 1.6％増の 538 億円、営業利益は前年同期比

7.8％増の 155 億円となりました。 

 

＜その他事業＞ 

旅行業については、㈱日本旅行の創業 100 周年を契機として、付加価値の高い企画商品  

「赤い風船センテニアル」の設定やチャーター便を利用した商品の販売に努めるなど、積極

的な営業活動を展開しました。また、ホテル業については、客室やレストラン、宴会場のリ

ニューアルを行ったほか、宴会・料飲部門での各種イベントの実施など、販売促進に取り組

みました。 

この結果、その他事業全体の営業収益は前年同期比 4.4％増の 1,813 億円、営業利益は  

前年同期比 16.7％増の 44 億円となりました。 
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(2) 通期の見通し 

今後とも、厳しい経営環境が見込まれる中、安全最優先を基本に据えて、保有する経営資

源を最大限に活用し、企業価値の向上に取り組んでまいります。 

 

現時点での平成 18 年３月期の業績見通しは次のとおりです。 

売上高       １兆２,３７４億円 

営業利益        １,３２１億円 

経常利益         ９８２億円 

当期純利益        ４５５億円 

 

２．財政状態 

(1) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

退職金や法人税等の支払額が減少したことなどから、流入額は前年同期に比べ 384 億円増

加し 1,240 億円となりました。 

 

(2) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

設備投資を実施したことに加え、株式の売却収入が減少したことなどから、流出額は前年

同期に比べ 360 億円増加し 631 億円となりました。 

 

(3) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

長期債務を 258 億円削減したことや配当金の支払いなどから、前年同期に比べ 11 億円多い

382 億円の流出となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期末残高は、前期末に比べ 228 億円増の 

851 億円となりました。 

 

 



（単位：百万円）

前連結会計年度末
(平成17年12月31日現在) (平成17年３月31日現在)

I  ２４１，１７９  ２１４，１２０  ２７，０５９  ２２５，５８４

1.  ９７，２９１  ６２，９０１  ３４，３８９  ９２，６７５

2.  ３６，６７４  ４２，９５９ △ ６，２８４  ３６，４９４

3.  １１，４９２  １９，０７９ △ ７，５８６  １０，６３０

4.  ９５，７２１  ８９，１７９  ６，５４２  ８５，７８４

Ⅱ  ２，１２１，３６４  ２，１５０，１５８ △ ２８，７９３  ２，１３４，７２９

A.  １，９５４，６２１  ２，００２，２１８ △ ４７，５９７  １，９８８，２８６

B.  １６６，７４３  １４７，９３９  １８，８０３  １４６，４４３

1. 投 資 有 価 証 券  ６２，５７９  ５３，６９５  ８，８８４  ５３，２６２

2. 繰 延 税 金 資 産  ８３，６４４  ７３，０１４  １０，６２９  ７１，５１２

3. そ の 他  ２０，５１９  ２１，２２９ △ ７１０  ２１，６６８

Ⅲ  ４０  ４４ △ ３  １

 ２，３６２，５８５  ２，３６４，３２２ △ １，７３７  ２，３６０，３１５

（単位：百万円）

前連結会計年度末
(平成17年12月31日現在) (平成17年３月31日現在)

I  ５０３，１３６  ４９７，２６３  ５，８７２  ４４３，２９７

1.  １０８，２７１  ６９，５１１  ３８，７５９  ５６，５２２

2.  ４９，１７５  ９２，９６４ △ ４３，７８９  ４８，６２３

3.  ３４５，６９０  ３３４，７８７  １０，９０３  ３３８，１５１

Ⅱ  １，２６５，７７４  １，３１７，２２４ △ ５１，４４９  １，３６９，４３２

1. ９４７，５２１  １，０１２，１５６ △ ６４，６３５  １，０５８，１７３

2. ２０７，３９３  １９９，７７９  ７，６１３  ２０４，２９５

3. １１０，８６０  １０５，２８８  ５，５７１  １０６，９６３

１，７６８，９１１  １，８１４，４８８ △ ４５，５７６  １，８１２，７２９

   

２６，８０５  ２５，４７６  １，３２９  ２４，９１６

   

Ⅰ １００，０００  １００，０００  －  １００，０００

Ⅱ ５５，０００  ５５，０００  －  ５５，０００

Ⅲ ４０２，６４０  ３６５，３０３  ３７，３３７  ３６３，４５０

Ⅳ  ９，５５４  ４，３８１  ５，１７３  ４，５４６

Ⅴ △ ３２７ △ ３２７  － △ ３２７

５６６，８６７  ５２４，３５７  ４２，５１０  ５２２，６７０

 ２，３６２，５８５  ２，３６４，３２２ △ １，７３７  ２，３６０，３１５

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

前第３四半期連結会計期間末
(平成16年12月31日現在)

当第３四半期連結会計期間末
増　　　減

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 流 動 資 産

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

( 資 産 の 部 )

( 負 債 の 部 )

流 動 負 債

投 資 そ の 他 の 資 産

繰 延 資 産

資 産 合 計

科　　　　　目

1年以内に返済する長期借入金等

未 収 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 等

未 払 金

固 定 負 債

社 債 ・ 長 期 借 入 金 等

そ の 他 の 流 動 負 債

( 資 本 の 部 )

資 本 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他 の 固 定 負 債

負 債 合 計

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

資 本 剰 余 金

資 本 合 計

自 己 株 式

負 債 、 少 数 株 主 持 分
及 び 資 本 合 計

( 少 数 株 主 持 分 )

少 数 株 主 持 分

当第３四半期連結会計期間末 前第３四半期連結会計期間末
増　　　減科　　　　　目

(平成16年12月31日現在)

（２）連 結 貸 借 対 照 表

５



（３）連 結 損 益 計 算 書
（単位：百万円）

Ⅰ  ９２６，２６４  ９１０，５２６  １５，７３８  １，２２０，８４７

Ⅱ  ８０１，００６  ７９９，０３１  １，９７５  １，０８７，７４７
 

 １２５，２５７  １１１，４９４  １３，７６２  １３３，１００

 

Ⅲ  ２，９６８  ２，４９３  ４７４  ６，２８４

 

Ⅳ  ３０，４９９  ３２，７２３ △ ２，２２４  ４３，４５１
 

 ９７，７２６  ８１，２６５  １６，４６０  ９５，９３３

 

Ⅴ  ３６，８９５  ５７，０７４ △ ２０，１７８  ７９，２０４

 

Ⅵ  ４８，７２０  ３７，００８  １１，７１１  ６９，７２５

 

 ８５，９０１  １０１，３３０ △ １５，４２９  １０５，４１１

 ３４，２０８  ４２，３４７ △ ８，１３９  ４３，９８７

 １，４３７  １，８３９ △ ４０１  ２，４２８

 ５０，２５６  ５７，１４３ △ ６，８８７  ５８，９９６

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

Ⅰ  １２４，０３９  ８５，６２８  ３８，４１１  １４２，９７０

Ⅱ △ ６３，１２６ △ ２７，１１３ △ ３６，０１２ △ ８４，９１８

1. 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ ９２，６０９ △ ８６，２１２ △ ６，３９６ △ １４５，３７１

2. そ の 他  ２９，４８２  ５９，０９８ △ ２９，６１５  ６０，４５２

Ⅲ △ ３８，２９９ △ ３７，１６９ △ １，１３０ △ ６６，４８０

1. 長 期 債 務 の 増 減 額 △ ２５，８７５ △ ２３，８５０ △ ２，０２５ △ ５６，８７８

2. そ の 他 △ １２，４２３ △ １３，３１８  ８９５ △ ９，６０２

Ⅳ  ２２，６１４  ２１，３４５  １，２６８ △ ８，４２７

Ⅴ  ６２，２４１  ７０，６５５ △ ８，４１３  ７０，６５５

  
  

Ⅶ  ８５，１３１  ９２，０１５ △ ６，８８３  ６２，２４１

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

営 業 利 益

経 常 利 益

新 規 連 結 等 に 伴 う 現 金 及 び
現 金 同 等 物 の 増 減 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

営 業 外 収 益

特 別 損 失

科　　　　　目

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
四 半 期 末 （ 期 末 ） 残 高

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減

科　　　　　目

Ⅵ

当第３四半期連結会計期間 前第３四半期連結会計期間 前連結会計年度

平成17年４月１日から 平成16年４月１日から 平成16年４月１日から
平成17年12月31日まで 平成16年12月31日まで 平成17年３月31日まで

増　　　減

営 業 収 益

営 業 費

営 業 外 費 用

特 別 利 益

税金等調整前四半期（当期）純利益

法 人 税 等

少 数 株 主 利 益

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

当第３四半期連結会計期間 前第３四半期連結会計期間 前連結会計年度

増　　　減

平成17年12月31日まで 平成16年12月31日まで
平成17年４月１日から 平成16年４月１日から

２７５  １４  ２６０ １４

平成16年４月１日から
平成17年３月31日まで

６



 ７

（５）セ グ メ ン ト 情 報  
 

事業の種類別セグメント情報 

前第３四半期連結会計期間（平成16年４月１日～平成16年12月31日）                 （単位：百万円） 

 運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 
消去又は 

全  社 
連  結 

営 業 収 益 635,762 174,817 52,930 173,702 1,037,213 (126,687) 910,526

営 業 費 用 547,441 170,193 38,492 169,907 926,035 (127,003) 799,031

営 業 利 益 88,321 4,623 14,437 3,795 111,178 316 111,494

 

当第３四半期連結会計期間（平成17年４月１日～平成17年12月31日）                 （単位：百万円） 

 運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 
消去又は 

全  社 
連  結 

営 業 収 益 641,743 181,052 53,803 181,364 1,057,963 (131,699) 926,264

営 業 費 用 541,977 176,071 38,244 176,933 933,227 (132,220) 801,006

営 業 利 益 99,766 4,981 15,558 4,430 124,736 520 125,257

 

前連結会計年度（平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日）                 （単位：百万円） 

 運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 
消去又は 

全  社 
連  結 

営 業 収 益 846,002 232,862 70,891 259,598 1,409,354 (188,507) 1,220,847

営 業 費 用 746,636 227,625 51,969 249,413 1,275,644 (187,897) 1,087,747

営 業 利 益 99,365 5,237 18,922 10,185 133,710 (609) 133,100

  

 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 



損 益 計 算 書（連 結）

（単位：億円）

< 1.44 > < 1.43 >

当 　社 運輸収入の増

 9,262  9,105  157 子会社 物販飲食業、旅行業、百貨店業増

 8,010  7,990  19 当 　社 人件費減、物件費増

子会社 売上原価等の増

 1,252  1,114  137

△ 275 △ 302  26 当 　社 支払利息減

子会社 持分法投資利益の増

 977  812  164

【14年度中間の特別損益の主な内訳】

△ 118  200 △ 318

 859  1,013 △ 154

 342  423 △ 81

 14  18 △ 4

< 1.20 > < 1.15 >

 502  571 △ 68

（注）<　 > は連単倍率を示しております。

セ グ メ ン ト 別 実 績
（単位：億円）

営業収益 　 6,417 　 6,357 　 59 ・ 鉄道事業　運輸収入の増

営業利益 　 997 　 883 　 114

営業収益 　 1,810 　 1,748 　 62 ・ 物販飲食業増　百貨店業増

営業利益 　 49 　 46 　 3

営業収益 　 538 　 529 　 8 ・ ＳＣ事業増

営業利益 　 155 　 144 　 11

営業収益 　 1,813 　 1,737 　 76 ・ 新規連結による増、旅行業増

営業利益 　 44 　 37 　 6

備　　　　考

備　　　　考
平成16年度
第３四半期

増  減

増  減
平成16年度
第３四半期

平成17年度
第３四半期

営 業 費 用

項      目

営 業 利 益

経 常 利 益

営 業 外 損 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 等

少 数 株 主 損 益

運 輸 業

流 通 業

そ の 他
事  　業

平成17年度
第３四半期

不動産業

特 別 損 益

税引前四半期純利益

項      目

営 業 収 益

連結参考資料

連－１



貸 借 対 照 表（連 結）

平成17年度 (単位:億円)

平 成 17 年 度 平 成 16 年 度

第３四半期末 期 末

流     動    資    産 2,411 2,141 　 270 343

△101

資

固     定    資    産 21,213 21,501 △ 287

産 有 形 固 定 資 産 等 18,954 19,329 △ 374 0

△ 0

（う ち 減 価 償 却 費 △ 0） 　　

の

部 建 設 仮 勘 定 591 692 △ 101

投 資 そ の 他 の 資 産 1,667 1,479 188 106

88

繰     延    資    産 0 0 0

当  社  21,357億円（△1,121億円）

    合       計 23,625 23,643 △ 17

平 成 17 年 度 平 成 16 年 度

第３四半期末 期 末

流     動    負    債 5,031 4,972 58

１年以内長期借入金等 1,082 695 387

未 払 金 等 3,948 4,277 △ 328 △437

79

固     定    負    債 12,657 13,172 △ 514

社債 ･長期借入金等 9,475 10,121 △ 646

退 職 給 付 引 当 金 2,073 1,997 76

預 り 保 証 金 等 1,108 1,052 55

負     債    合    計 17,689 18,144 △ 455

少  数  株  主  持  分 268 254 13

資 本 金 1,000 1,000 ─

資 本 剰 余 金 550 550 ─

利 益 剰 余 金 4,026 3,653 373

その他有価証券評価差額金 95 43 51

自 己 株 式 3 3 ―

資     本    合    計 5,668 5,243 425

    合       計 23,625 23,643 △ 17

備          考増　減

未 払 金

現 預 金

短 期 貸 付 金

科　       　　　　目 増　減 備          考

資 産 減

出 資 株 式 等

資 産 増 減

資 産 増

科　       　　　　目

長期債務残高

未 払 費 用

繰延税金資産

 
負
 
債
 
・
少
 
数
 
株
 
主
 
持
 
分
 
及
 
び
 
資
 
本
 
の
 
部

△ △

期　首 増　加 減　少 期　末

当  社 16,838 734 △1,064 16,508

子会社 2,490 124 △169 2,445

合  計 19,329 858 △1,233 18,954

17年度第３ 16年度末 増  減

当  社 9,950 10,142 △ 191

子会社 607 674 △　67

合  計 10,557 10,816 △ 258

配 当 金 等 △129

当 期 純 利 益 502

  連－２



キャッシュ・フロー計算書 (連 結)

（単位：億円）

税金等調整前四半期純利益 859 1,013 △ 154

減 価 償 却 費 824 840 △ 15

減 損 損 失 － 39 △ 39

工 事 負 担 金 等 圧 縮 損 334 267  66

退職給付引当金の増減額 74 46  120

賞 与 引 当 金 の 増 減 額 182 190  7

工 事 負 担 金 等 受 入 額 335 268 △ 66

法 人 税 等 支 払 額 461 532  70

そ の 他 128 266  394

計                  (A) 1,240 856  384

固定資産の取得による支出 926 862 △ 63 設備投資

工 事 負 担 金 等 受 入 額 312 303  8

投資有価証券の売却による収入 3 264 △ 261

そ の 他 21 22 △ 43

計                  (B) 631 271 △ 360 当社 △255、子会社　54

609 585  23 当社 △370、子会社 △51

【長期債務残高】

H17第３ H16末 増減 H16第３ H15末 増減

長 期 債 務 の 増 減 額 258 238 △ 20 10,557 10,816 △ 258 11,146 11,385 △ 238

長 期 債 務 の 増 加 額 － 420 △ 420

長 期 債 務 の 減 少 額 258 658  399

短 期 借 入 金 の 増 減 額 33 8  25 コマーシャル・ペーパー発行等

配 当 金 の 支 払 額 127 128  0

そ の 他 30 13 △ 16

計                  (D) 382 371 △ 11

226 213  12

　現金及び現金同等物の増加額 　　(Ｅ) 2 0  2

228 213  15
 現金及び現金同等物の増減
                                    (F=C+D+E)

 

△

 

△

 

 

△

△

△

 

△

 

△

 

△

△

△

△

△

 

 

 

 

 

△

 

△

 

△

△

△

△

 

 

△

期首 622 → 第３四半期末 851

長期借入金返済

小　　　　　計

△

△

△

△

 

 

増　　減

 フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー  (C=A+B)

 新規連結等に伴う

 

 

 

 

 

 

備　　　　　　　　考

【17年度の主な内訳】
項                  目

平 成 17 年 度
第 ３ 四 半 期

平 成 16 年 度
第 ３ 四 半 期

営

業

活

動

投

資

活

動

財

務

活

動

連－３



平 成 １７ 年 度 通 期 業 績 予 想（連 結）

（単位：億円）

< 1.45 > < 1.44 >
当 　社 運輸収入の増

 12,374  12,208  165
子会社 物販飲食業、不動産販売賃貸業、旅行業増

 11,053  10,877  175
当　社 修繕費増

子会社 売上原価等の増

 1,321  1,331 △ 10

△ 339 △ 371  32
当 　社 支払利息減

 982  959  22

子会社 持分法投資利益の増

< 1.30 > < 1.23 >

 455  589 △ 134 営業収益減、営業費用減
営業収益減、特別利益減

（注）１．[　 ] は、H17.11.8発表の業績予想値を示しております。
　　　２．<　 > は連単倍率を示しております。

セ グ メ ン ト 別 通 期 業 績 予 想
（単位：億円）

営業収益  8,514 　 8,460  53 ・ 鉄道事業　運輸収入増

営業利益  971 　 993 △ 22

営業収益  2,361 　 2,328  32 ・ 物販飲食業増　百貨店業増

営業利益  55 　 52  2

営業収益  754 　 708  45 ・ 不動産販売賃貸業増

営業利益  199 　 189  9

営業収益  2,752 　 2,595  156 ・ 新規連結による増、旅行業増

営業利益  105 　 101  3

（注） 記載金額は、単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

項　　　目 備          考

備          考
平成17年度
業 績 予 想

平成16年度
実　　　績

平成17年度
業 績 予 想

増  減

平成16年度
実　　　績

増  減

項      目

営 業 収 益

運 輸 業

流 通 業

不動産業

そ の 他
事  　業

当 期 純 利 益

営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 損 益

経 常 利 益

[00,485]

[00,952]

[01,293]

[12,330]

連－４



損  益  計  算  書 (単 体）

（単位：億円）

項　　　　　目 備　　　　　　　　考

6,414 6,359 55

運 輸 収 入 5,732 5,656 75

運 輸 附 帯 収 入 167 169 △ 1

関 連 事 業 収 入 131 134 △ 3

そ の 他 収 入 382 398 △ 16

5,336 5,396 △ 60

人 件 費 2,084 2,160 △ 76  社員数減

物 件 費 2,133 2,090 42  業務費・修繕費増、動力費減

線 路 使 用 料 等 185 184 1

租 税 公 課 251 260 △ 9  固定資産税減

減 価 償 却 費 682 700 △ 17

1,078 962 115

△ 273 △ 292 19

営 業 外 収 益 15 14 0

営 業 外 費 用 288 307 △ 19  支払利息減

805 669 135

△ 111 173 △ 285

特 別 利 益 354 518 △ 163  工事負担金等受入額増、有価証券売却益減等

特 別 損 失 466 344 121  工事負担金等圧縮損増、減損損失減
 福知山線事故関連経費・環境対策引当金計上

693 843 △ 150

272 348 △ 75

420 494 △ 74

営 業 収 益

営 業 費 用

平成16年度
第３四半期

増   減
平成17年度
第３四半期

営 業 外 損 益

営 業 利 益

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税引前四半期純利益

法 人 税 等

関連事業等収入内訳
17年度 16年度 増 減

いわゆる関連事業収入 299 304 △ 4
運 輸 附 帯 収 入 167 169 △ 1
　構 内 営 業 料 51 52 △ 0
　広    告    料 41 42 △ 0
　高架下等貸付料 64 64 　 0
　駐 車 場収入等 9 10 △ 0
　関 連 事 業 収 入 131 134 △ 3
　不動産賃貸収入 101 103 △ 2
  そ    の    他 30 30 △ 0

運 輸 収 入 内 訳
17年度 16年度 増 減

 鉄　      　道 5,729 5,653 　 75
  定          期 1,130 1,141 △ 10
  定    期    外 4,598 4,511 　 87
  荷          物 0 0 △ 0
 船　      　舶 2 2 　 0
合    　計 5,732 5,656 　 75

単体参考資料

単－１



鉄道旅客輸送量 ・ 鉄道旅客運輸収入の対前年比較

 （単位：百万人㌔、億円）

平成17年度 平成16年度 対前年比 平成17年度 平成16年度 対前年比
第３四半期 第３四半期 (%) 第３四半期 第３四半期 (%)

定 期 ４８０ ４７１ １０１.９ ６０ ６０ １０１.０

定期外 １０,８７７ １０,３８７ １０４.７ ２,４０６ ２,３０６ １０４.４

合 計 １１,３５８ １０,８５８ １０４.６ ２,４６７ ２,３６６ １０４.３

定 期 １７,４１６ １７,４８１ ９９.６ １,０７０ １,０８１ ９８.９

定期外 １１,４９０ １１,６０２ ９９.０ ２,１９２ ２,２０５ ９９.４

合 計 ２８,９０７ ２９,０８４ ９９.４ ３,２６２ ３,２８６ ９９.２

定 期 １３,９６６ １４,０３９ ９９.５ ８５９ ８６９ ９８.９

定期外 ７,５１６ ７,６０７ ９８.８ １,３８５ １,３９７ ９９.２

合 計 ２１,４８２ ２１,６４７ ９９.２ ２,２４５ ２,２６６ ９９.１

定 期 ３,４５０ ３,４４２ １００.２ ２１０ ２１２ ９９.２

定期外 ３,９７４ ３,９９４ ９９.５ ８０６ ８０８ ９９.８

合 計 ７,４２４ ７,４３７ ９９.８ １,０１６ １,０２０ ９９.６

定 期 １７,８９７ １７,９５３ ９９.７ １,１３０ １,１４１ ９９.１

定期外 ２２,３６８ ２１,９８９ １０１.７ ４,５９８ ４,５１１ １０１.９

合 計 ４０,２６６ ３９,９４３ １００.８ ５,７２９ ５,６５３ １０１.３

新幹線

運　　　輸　　　収　　　入

全社計

輸　　送　　人　　キ　　ロ

項　　　　　　目

在来線

在
来
線
内
訳

京阪神

その他

単－１－２



貸  借  対  照  表（単 体）

（単位：億円）

科               目
平成 17 年度
第３四半期末

平成 16 年度
期 末

増  減 備             考

流     動     資     産 1,557 1,279  277 現 預 金 453     

未 収 金 △ 96      

短 期 貸 付 金 △ 51      

資

固     定     資     産 19,460 19,701 △ 240

産 16,508 16,838 △ 329 資 産 増 734     

資 産 減 △ 1,064   
（う ち 減 価 償 却 費 △ 682）

の

部 575 678 △ 102

2,376 2,184  191 繰延税金資産 103     
出 資 株 式 80      

合           計 21,018 20,980  37

科               目
平成 17 年度
第３四半期末

平成 16 年度
期 末

増  減 備             考

流     動     負     債 4,700 4,754 △ 54

846 659  187

　 3,853 4,095 △ 241 未 払 金 △ 537     
短 期 借 入 金 156   

負 未 払 費 用 73    

固     定     負     債 11,236 11,482 △ 246

債 9,104 9,482 △ 378
長期債務残高     

1,884 1,817  67     17年度第３末･･･ 9,950   
・     16年度末　　･･･ 10,142  

247 182  64 △ 191

資

負     債     合     計 15,936 16,237 △ 301

本 1,000 1,000  －
550 550  －
3,445 3,154 290

の 利 益 準 備 金 113 113  －
固定資産圧縮積立金 89 76 13
別 途 積 立 金 2,400 2,100  300

部 四半期(当期)未処分利益 842 865 △ 23

86  38  48
資     本     合     計 5,081 4,743  338

合           計 21,018 20,980  37

そ の 他 の 固 定 負 債

１ 年 以 内 長 期 借 入 金 等

未 払 金 等

社 債 ・ 長 期 借 入 金 等

退 職 給 付 引 当 金

鉄 道 事 業 等 固 定 資 産

建 設 仮 勘 定

投 資 そ の 他 の 資 産

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金
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平 成 17 年 度 通 期 業 績 予 想（単 体）

（単位：億円）

増   減 備　　　　　　　考

8,515 8,464 50 

運 輸 収 入 7,570 7,509 60  定期外収入増

そ の 他 収 入 945 955 △ 10  部外関連工事の減 等

7,435 7,364 70  修繕費、業務費増 等

1,080 1,100 △ 20 

△ 335 △ 356 21  支払利息減

745 743 1 

350 480 △ 130 

（注） [　　］は、H17.11.8発表の業績予想値を示しております。

営 業 費 用

当 期 純 利 益

経 常 利 益

営 業 外 損 益

営 業 利 益

平成17年度
業 績 予 想

平成16年度
実 績

項　　　　　目

営 業 収 益

[8,490]

[  725]

[  390]

[1,060]
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西日本旅客鉄道株式会社

１．連 結 決 算

(1) 損益計算書

○ 営 業 収 益 9,262億円、157億円増（1.7％） 連単倍率　1.44

当社は、運輸収入の増等により、55億円の増収。

子会社は、物販飲食業、百貨店業、旅行業等の増収により、102億円の増収。

○ 営 業 利 益 1,252億円、137億円増（12.3％）

当社は、人件費、動力費の減等により、115億円の増益。

子会社は、不動産業、旅行業、物販飲食業が増益となり、22億円の増益。

○ 経 常 利 益 977億円、164億円増（20.3％）

長期債務縮減による支払利息減や持分法投資利益の増等により増益。

○ 四半期純利益 502億円、68億円減（△12.1％）　 連単倍率1.20

当社の福知山線事故関連経費の計上、環境安全対策引当金の繰入れ、当社及び子会社で

株式の売却益が減少したこと等により特別損益が悪化。

(2) セグメント情報

・ 運 輸 業 鉄道事業の運輸収入増等により59億円の増収。営業費用減もあり、営業利益は114億円増加。

・ 流 通 業 物販飲食業の新規店舗開業や百貨店業の好調により62億円の増収、3億円の増益。

・ 不 動 産 業 不動産賃貸収入増等により8億円の増収。営業費用減もあり、営業利益は11億円増加。

・ そ の 他 事 業 旅行業等の増収と新規連結により、76億円の増収、6億円の増益。

(3) 貸借対照表

・ 総 資 産 2兆3,625億円、17億円減（△0.1%）

・ 長期債務残高 1兆557億円、258億円減（△2.4%）

(4) キャッシュ・フロー計算書

・ 営 業 活 動 退職金や法人税等の支払額減少等により、前年同期に比べ384億円増、1,240億円のｷｬｯｼｭ･ｲﾝ｡

・ 投 資 活 動 株式売却が減少したこと等により、ｷｬｯｼｭ･ｱｳﾄは前年同期に比べ360億円増の631億円｡

・ 財 務 活 動 長期債務の削減や配当金の支払い等により、382億円のｷｬｯｼｭ･ｱｳﾄ。

(5) 平成18年３月期（通期）の業績予想

・ 売 上 高 12,374億円、165億円増（   1.4%）
・ 営 業 利 益  1,321億円、 10億円減（△ 0.8%）
・ 経 常 利 益    982億円、 22億円増（   2.4%）
・ 当 期 純 利 益    455億円、134億円減（△22.9%）

２．単 体 決 算

(1) 損益計算書

○ 営 業 収 益 6,414億円、55億円増（0.9％）
運輸収入は、定期外収入が対前年＋87億円（1.9％）、定期収入が対前年△10億円
（△0.9％）となった。
新幹線は、101億円増（4.3％）、在来線は、24億円減（△0.8％）。

○ 営 業 利 益 1,078億円、115億円増（12.0％）

営業収益の増や社員数減による人件費の減、動力費等の減により増益。

○ 経 常 利 益 805億円、135億円増（20.2％）

長期債務縮減及び借入金利低下等により支払利息が減少。

○ 四半期純利益 420億円、74億円減（△15.1％）

福知山線事故関連経費を39億円計上。また、環境安全対策引当金を75億円繰入れたほか、

株式の売却益が減少したこと等から、特別損益が285億円悪化。

(2) 貸借対照表

・ 総 資 産 2兆1,018億円、37億円増（0.2%）

・ 長期債務残高 9,950億円、191億円減（△1.9%）

(3) 平成18年３月期（通期）の業績予想

・ 売 上 高  8,515億円、 50億円増（　 0.6%）
・ 営 業 利 益  1,080億円、 20億円減（△ 1.9%）
・ 経 常 利 益    745億円、  1億円増（　 0.2%）
・ 当 期 純 利 益    350億円、130億円減（△27.1%）

平成17年度第３四半期決算について

増収減益（四半期純利益）。営業利益、経常利益はともに増益。

増収減益（四半期純利益）。営業利益、経常利益はともに増益。




